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汚染事故後の対応 

米国ACIPの勧告 

３回接種後どのくらい経過したら追加接種が必要ですか。

３回の接種でHBs抗体ができても一生続くことはありません。血液を扱う医療関係者など感染の

リスクが高い場合には，定期的に抗体検査を行って抗体の維持に努めた方がよいと考えられます。抗体陰性

になった場合は，すみやかに１回追加接種することでブースター効果により抗体が上昇しますので，数年間

免疫が維持されます。

汚染事故が起きた場合の対応の手順を教えてください。

HBs抗原陽性でかつHBe抗原陽性の血液で汚染を受けた場合，汚染された部分を流水でよく洗い

流した後に，なるべく早く下表に従ってHBIG（抗HBsヒト免疫グロブリン）とワクチンの接種を行うこと

が必要です。業務上は労災保険，業務外は健康保険等が適用となります。

　なお，適用はこれまで汚染源がHBs抗原陽性でかつHBe抗原陽性の血液とされてきましたが，平成16年

（2004）４月から，HBe抗原が陰性であってもHBs抗原が陽性であれば労災保険を適用する旨の通知が出さ

れました（平成16年３月30日付基労補発第0330001号厚生労働省労働基準局労災補償部補償課長通知）。た

だし，健康保険の適用は汚染源がHBs抗原陽性でかつHBe抗原陽性の血液に限られます。また，HBワク

チン接種既往者が汚染事故を受けた場合には，米国のACIP（予防接種諮問委員会）からの勧告が参考にな

ります。


